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日本語の助詞・助動詞類のアクセント

ー一覧と使い分け，変化の方向性—

郡史郎

要旨首都圏中央部で使われる助詞・助動詞類のアクセントの具体的な音形を実用性のある

簡潔な形で提示するとともに，その音韻論的型を郡(2015)の基準で分類した結果にもとづ

き，アクセントの変異のありかたと時代変化の方向性について考察した。「さえ・すら・ より」

「と」「よ・ぞ」については変異が意味の違いに由来すると考えうること，変化の方向性と

してアクセントの独立性が弱い型から強い型へという指向があることを述べた 。

1. はじめに

郡(2015)では助詞・助動詞類のアクセントについて全体像のスケッチを提示した 1)。しかし，

そこでは分類原理の説明に重きを置いたため，音読や教育の場での実用性への配慮が不十

分だった 。 また，個別の助詞・助動詞のアクセントの整理を秋永一枝（編） (2014)『新明解日

本語アクセント辞典第2版』のみにもとづいておこない，他の辞典等での扱いを検討しな

かった。これはひとつの助詞・助動詞に対して複数のアクセント（変異形）が存在する場合に

特に問題となる 。 そこには何らかの使い分けをするものがあるかもしれないし，新旧の違

いと考えるべぎものもあるだろう。実用的な観点から は，現在広く通用するアクセントを

知りたいところであるし，理論的な観点からは，変異形についての情報が多いほど助詞・

助動詞類の性格について理解が深まり，アクセント変化の一般的な傾向を知るにも役立つ。

秋永氏の辞典の本体には多くの助詞・助動詞類のアクセントが掲載されている。ただ，伝

統的な東京の発音を重視するためかと思われるが，掲載形が現代の首都圏で主流の言いか

たと異なる場合がある。また，「には」「ほどは」といった複合形のアクセントについての

情報がすくない。 2016年に刊行された『NHK日本語発音アクセント新辞典』にも，数は多

くないが助詞・助動詞のアクセントが付表の形で提示されている。秋永氏の辞典と異なるア

クセントが示されている場合もあるが， NHK新辞典の目的は「放送で用いるのにふさわし

いことばの発音・アクセント」を示すということなので（「付録」 p.2)' やはり保守的な性

格は否めず，助詞・助動詞のアクセントについても現代的で はないと思われる言いかたをあ

げている場合がある（「だろう」「でしょう」）。また， NHK新辞典の提示方法はかなり見やす

いとは言えるが，接続する品詞別に分けている点は利便性を損なっていると私は考える 2)。

1)助詞・助動詞や接尾辞など非自立形式にも独自のアクセントがあると考え，その特徴は名詞につく場

合も動詞や形容詞につく場合も変わらないと仮定した上で，一般に文中で 2つの ア クセント単位が連続

する場合にそれらが全体としてどのような音調形をとるかというイントネーション論的な観点を導入

して整理した。助詞・助動詞など学校文法の用語を使うのは実用的な観点からである。

2)ひとつの助詞・助動詞ごとに半ページなり lページを使って，複数の名 詞，動詞，形容詞につく形を

まとめて示す方法が利便性が高いと思う。
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そこで本稿では，実用性を考えて掲載語形の数を複合形も含めて旧稿より増やし，変異

形の新旧の情報も書き入れ，名詞，動詞，形容詞につく形をまとめた一覧表の形でアクセ

ントを示す。示すアクセントは神保格・常深千里(1932)以降の辞典・論文等の文献資料の整

理結果に主にもとつくが，独自の小調査で得た情報も参考にする。一覧表には，やはり実

用性の観点から，助詞・助動詞には通常含めない「ごと［全部］」「らしい［適切］」など生産性

が高い接尾辞のいくつか含め（まとめて「助詞・助動詞類」と呼ふ），アクセントも上線と下線

で示す。そして，個々の助詞・助動詞類のアクセント型（解釈型）と，備考として文献資料

での記載内容も一覧表に示し，それらをもとに変異形について若干の考察をおこなう。

以下では，まず2節で助詞・助動詞類のアクセントの全体像を郡(2015)とその後の考察（特

に2.4節）にもとついて概観し， 3・4節で変異形についての考察を記し，最後に個々の助詞・

助動詞等のアクセントの整理結果と補足情報を一覧表の形でまとめる。

2. 助詞・助動詞類のアクセントの全体像

助詞・助動詞類のアクセントは，次のR⑮cの 3要素から成り立っていると分析できる。

R支配の関係：直前の形式のアクセントを支配するか，あるいはそれに支配されるか，ま

たは自主性を保ちつつ直前に協力するかの関係。それぞれを「乗っとり型」 「乗っとら

れ型」 「協力型」と呼ぶ。

⑮高さの接続の型：「順接」 （直前のアクセントをそのまま生かす形でつく）または「低接」 （直

前のアクセントに関係なく低くつく）。 「順接」はさら 1こ，アクセントとして一般に平板式

（平板型）とされる動詞・形容詞の終止・連体形や連用形を尾高型 1こして接続する「用言尾

高要求タイプ」と，平板型で接続する「用言平板要求タイプ」に分けられる。これは⑧

が「協力型」の場合に問題になる。

c内部の下げ： 助詞・助動詞類等自体に下がり目があるかないか，あるとすればどこか。

これは自立語のアクセントの型を決める要素と同しであり，頭高型，中高型，尾高型，

平板型のように分けることができる。

以上を助詞・助動詞類の典型例とともに次の表にまとめる。記号 lは下げの位置を示す。

支配の関係 高さの接続の型 典型的な助詞・助動詞類

乗っとり型 なさ lぃ，ま lぃ，ま lす；ごと［全部l

乗っとられ型 ［さ］せ (7)る，な(l)い［助動詞］，［ら］れ (7)る

用言尾高要求
なlど，なlら，なlり；って

タイプ

協力型
順接

用言平板要求
タイプ

そlうだ［伝聞］，の 1み；ね［終助詞］，ほど

低接 たち

2.1 乗っとり型

このタイプの助詞・助動詞類は，直前の形式のアクセントの独立性を奪って乗っとる形で

全体の音形を決める。 「ます」を例にとると， 「飲む」 ［ア l~l のように終止・連体形に
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下がり目がある動詞に対しては「飲みます」 となり，

ように下がり目がない動詞に対しては 「乗ります」

[LI~ ―町2._]

［ム[1J―亨I2._J 

の形にしてしまう。

「乗る」

となる。

[L国 ］

つまり，

の

直前

のアクセントがどうであれ，
かん

「館」 「県」 「市」 （以上は直前で下げる）や，

など接尾辞にはこのタイプのものが多い。
3) 

全体を ［…?I五］

る）

「化」 「性一 「的」 （以上は全体を平板化す

2.2乗っとられ型

主に動詞・形容詞の未然形か連用形に接続する助動詞である。 「せる• させる 」を例にと

ると，下がり目がある「飲む」なら「飲ませる」 [L」亨石』旦，下がり目がない「乗る」

なら「乗らせる」 [L一万ア石冗］となり， 「せる」の［セ］のあとで下げるかどうかが，直

前の動詞本来の下がり目の有無に対応している。これは，助動詞のアクセントの独立性が

直前の形式に乗っとられる形で全体の音形が決まるということである。

2.3協力型

2.3. l順接

助詞・助動詞が自分のアクセントの自主性を保ち，直前のアクセントも生かす。この特徴

がわかりやすいのは，名詞に直接つく「なら」と「から」である。平板式の「鳥」に対す

「鳥なら」 「鳥から」はそれぞれ［上ーリナ I..z...J [上」リカラ］で，助詞による違いは

明らかである。しかし，頭高型の「猫」 ［ネ三」に対する「猫なら」 「猫から」

うに言えば［ネ Iコナラ］ ［ネ Iコカラ］で，両者は（まった＜，またはほぼ）同じ高さの動き

になり，全体でひとつの単純語のような（または，それに近い）アクセントになる。ただ，

ふたつの助詞の違いは潜在化するだけであって，なくなるわけではない。助詞の意味を強

く意識して言う強調形では ［ネ Iコ|キ-1ラ］ ［ネ Iコカ I-'9--] となり，違いが顕在化しうる。

「用言尾高要求タイプの順接」と「用言平板要求タイプの順接」

る

は， ふつ

順接はさらにふたつのタイプに分けられる。ふたつの違いは，単語の途中にアクセント

の下がり目がないために一般に平板式（型）とされているタイプの動詞や形容詞ーたとえば，

「乗る」 「働く」 「赤い」 「おいしい」ーに順接の助詞や助動詞がつくときにあらわれる。

こうした動詞や形容詞は，特定の助詞や助動詞に対しては尾高型のふるまいをすると考

えるべきである。一般に平板式（型）とされる動詞や形容詞に対して尾高型のふるまいを

することを要求するタイプの順接を略して「用言尾高要求タイプの順接」 （たとえば「乗る

か」 ［ム直〗ユ］の「か」），そして，平板型としてふるまうことを要求するタイプを「用言

平板要求タイプの順接」（たとえば「乗るね」［ム」冗ネ］の 「ね」）と仮に呼ぶことにする） 4)。

このふたつの違いは，助動詞「だ」に接続する場合にもあらわれ，また2.4節で説明するよ

助詞が連続する際のふるまいにもあらわれる。
，
 

L

)

 

~, ぶ
ノ

3)接尾辞には乗っとられ型（飲み物，乗り物の「物」等）も協力型（順接：「さん」，低接：「たち」等）もある。

4) この名称は郡(2015)では使用していないが，郡(2020)では使った。一般に平板式（型）とされる動詞や
形容詞の終止・連体形のアクセントには，実は尾高型の場合と平板型の場合があるという考え方は，直
接的には轟木靖子(1995)にもとづくが，実質的に同じことをすでに早田輝洋(1965,p.39)が述べている。
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2.3.2低接

接尾辞の「たち」は，「猫」「鳥」に対して［平コタチ］［上汀タチ］という形で直前の

アクセントが平板式でも低くつく。これが低接である。「ら」「氏」などもこの仲間である。

助詞・助動詞の場合は，低接だと積極的に言えそうなのは，告知などに使う終助詞「の」，

そして「のだ」ぐらいである。告知の「の」は「好きな」［三予 :t__Jに対して「好きなの」［三

予ナノ］，「きらいな」 [1:_万了子］に対して「きらいなの」［土万了干 Llという形でつく 5)C 

2.4助詞の連続

協力型の助詞をふたつ続けるとき， 2番目の助詞の高さのとりかたに 2種類がある。その

違いは，平板式の名詞・動詞・形容詞に対して 1番目の助詞が下がらずにつき，その助詞の

中でも下がらず末尾が高いままのときにあらわれる。ひとつは，④2番目の助詞が 1番目の

最後より低くつくタイプである（「鳥 1こ＃は」［上.I'「：：：こ:Jなと）。もうひとつは，⑥2番目の

助詞が 1番目の最後と同し高さで続くタイプである（「鳥ほと＃は」 [_!:_I'Jホトワ］なと，たたし

[_!:_I'「ポ下12...lのように低くつける言いかたもある）。④1こなるのは， 1番目と 2番目の助詞が

ともに用言尾高要求タイプ，具体的には 1番目が「から，で， 1こ，へ」， 2番目が「つて，

は， も」か「の［格助詞］」の場合である。⑥ 1こなるのは 1番目か2番目かが用言平板要求タ

イプの「ほど」か， 2番目が用言平板要求タイプの「だけ，ね」の場合である 6)C 

3. ひとつの助詞・助動詞類のアクセントに2形があるものについて

ひとつの助詞・助動詞類のアクセントに 2形があるものの中には，その違いが意味の違い

に由来すると思われるものがある。この節ではこれについて述べる。このほか，旧形か新

形かが資料から推測できるものがあり，それについては付表に記入したが，そこに見られ

る変化の傾向について 4節で述べる。また，平板式の形容詞連用形＋「は」のように，意味

の違いでも新旧の違いでもないように思われる 2形が使われているものもある。

(1) 「さえ」「すら」「より」：名詞につくときのふるまいを見ると協力型で順接の助詞であ

る。しかし，平板式（型）の動詞・形容詞に対して① [Ll7!71サエ］と② [LI冗可―:こ］の

ような 2形がある。形容詞に対する [z._l万 Iイサエ］のような形は①で，［カイ］の二重母

音のために下げの前倒しが生したと見る。①と②の違いについて，これらの助詞には用言

尾高要求（①）と用言平板要求の使い方（②）があるという可能性はある。しかしこうした助詞

5) 2.3.1節で説明したように，動詞・形容詞の連体・終止形は実際には尾高型の場合がある。そのため，
低接だと確実に判断できるのは，平板式の名詞にそのまま低くつくものである。ここでは形容動詞の連
体形に低くつくものもこれに準ずると考えて，終助詞「の」を低接と見た。和田賓(1969)は「しか」を
低接としているが，これについては 3節(2)を参照。「が［逆接］」「から」「けど」「し」「な［禁止］」「わ」

のアクセントは，順接で用言尾高要求タイプか低接のどちらかだが，これらは名詞に直接つかないし，
形容動詞の連体形にもつかないので，どちらなのかが特定できない。このようなものは本稿では便宜上

一律1こ順接・用言尾高要求タイプとしておく。

6)同じ用言平板要求タイプでも，「ほど」は 1番目の助詞として使う場合は次の助詞は同じ高さにつき，
「だけ」は 1番目の助詞として使う場合は次の助詞は低くつく。この違いは，「ほど」が平板型で，「だ

け」が尾高型であることによる。これは前者が名詞の「程」から，後者が「丈」からという由来を反映
したもので，このふたつの助詞は名詞としての性格を残していることを示すものと思われる。
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はフォーカスを置く場面で使われることが多いことを考えると，フォーカスのために助詞

も際だたせて助詞本来の頭高型の動きを顕在化させる発音が固定化したのが②で，そうで

ない本来の発音が①かと思われる。すると，アクセントはともに用言尾高要求タイプとい

うことになる。「かも」も②の形をとりうるが，それも可能性を強調する言いかたであろう。

(2)「しか」：平板式（型）の語につく場合，資料には① ［シ］の前で低くなる音形，② ［シ］

のあとで低くなる音形（文献資料では動詞にはない），③高く平らな音形（旧形と思われ，以下の

考察から除外）がある。名詞 1こ①と②があるのは，本来の型は②であるものが，［シ］の無

声化で下げの前倒しをしたのが① と見るのが妥当だろう。金田一春彦(1981)がこの助詞の

アクセントを「⑮」（本稿の①）としながら，「柄しか」は本稿の②にあたる［三」ジはし］と

するのも①が下げの前倒しであるためかと思われる。もしどうしても［シ］の前で下げる

必要があるならば「絵しか」と同し［エ Iシカ］でよいはずである。永田吉太郎(1935,p.92) 

も，無声化のため［シ］の高めがあらわれないと言う。動詞では文献資料では①だけなの

で，アクセントとしては協力型・順接で用言尾高要求タイプと見ることができる。やはり

フォーカスを置く場面で使われることが多い助詞であることを考えると，独自調査での動

詞の②は無声化環境下でもフォーカスが助詞本来の高さの動きを顕在化させた発音と考え

ることができる。名詞の場合も，②はフォーカスを置く場合の発音にもなりうるだろう。

(3)引用の「と」：平板式（型）の名詞や動詞に対して，①同し高さでつく場合と，②低く

つく場合がある。秋永氏の辞典本体には「と」に対して用法に言及なく①の形があげられ

ているが，付録の表5の注 lと表6の注21こ「引用の『と』は平板式名詞（動詞）には低く下

がってつくことが多い」とある。 5節で説明する私の調査でも，名詞の場合①が多いが，

②も併用または許容する人が複数いた（名詞のみ調査）。私は，②は引用であることを意識

するときの「引用イントネーション」とでも呼べる言いかたではないかと考える”。

(4)終助詞の「よ」「ぞ」：終助詞「よ」は，「乗る」など平板式（型）の動詞・形容詞に対して，

同じ高さでつく① [L」万百］（通常その後に疑問型上昇調のイントネーションをかける）と，低

くつく② [L」7171旦］がある。文献資料ではイントネーションヘの言及なしで①をあげる

ものが多いが，両者にはやさしく教えるように言うか（①＋疑問型上昇調），一方的な通告と

して言うか（②)という使い分けがある（郡2018; 轟木2008の説明は付表の「よ」の項に記載）。

①は「ね」と同しく協力型・順接で用言平板要求の使い方と見てよいだろう。問題は②だ

が，名詞に直接つく場合は「あれは鳥よ」［上―ITJー百］とは言えても，［上ーロ「こ:!._]とは言い

にくいようであること（轟木氏私信）から考えると，②は品詞 1こかかわらずかけられるイン

トネーションによるものではなく，「よ」のアクセントとして協力型・順接で用言尾高要求

の使い方だと見るのがよいように思われる。本稿ではこの解釈をとっておく 8)。「ぞ」にも

発話意図 1こかかわる使い分けがある（轟木2008: 付表の「ぞ」の項参照）。

4. 変化の方向性

助詞・助動詞類のアクセントの時代的変化としてはっきりしているのは，「たい」「だらけ」

7)「I:」を高くつける言いかたは，強調型上昇調をかけるイントネーション（助詞上げ：郡 2020,p.18lf)。

8)轟木氏(2008等）は②を低接と解釈する。郡(2020)でもそうしたが，本稿では扱いを変えている。
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「ながら」の乗っとられ型から乗っとり型への変化である（付表の各項参照）。また，「だけ」，

そしておそらく「ばかり」「そうだ［推量］」の乗っとり型から協力型への変化もある。これ

と同し方向の変化の兆候があると解釈できるのが，「くらい・ぐらい」「ごと（毎）」「ずに」

である。以上が支配の関係という大きな枠組での変化である。

「だろう」「でしょう」の変化（「乗るでしょう」 [L直言デジ五―1二］→ [LI了171デショー］なと）

は大きな違いに感しられるが，型としては協力型で順接という枠組は同しで，それが用言

平板要求タイプから用言尾高要求タイプヘと変化したものにすぎない。「か」「が」「 1こ」「は」

「も」「や」「を」を平板式の動詞に同し高さで続ける言いかたは，旧形か表現上の変種か

判断がむずかしいが，これも用言平板要求タイプと用言尾高要求タイプの間の変異 1こなる。

全体として「乗っとられ型→乗っとり型→協力型」という変化の方向性があると言える。

この方向性は，助詞・助動詞類がみずからのアクセントの独立性を弱いものから強いものヘ

と変えていくという傾向と見ることができ，同時に，先行する語が助詞・助動詞類に左右さ

れず常に同し高さの動きをとろうとする傾向と見ることができる。これは，複合語のアク

セントに見られるような対等合併型への変化傾向 9), つまり前部要素も後部要素も 1語とし

てのアクセントの性質を失うという変化傾向とは正反対の方向への指向である。

なお，たとえば接尾辞の「館」のアクセントは乗っとり型で直前で下げるタイプだが，

「図書館」［上一w□|カン］を［上」ジ五―万ジ］と言うような新しい発音は，「ドラマ」［下 I

二］を [J:'..I万そ］と言うような名詞としてのアクセントの平板化傾向の一環としてとら

えられるべきものであって，接尾辞のアクセントの変化とは見ないでおく。

5. アクセント一覧

付表として，主な助詞・助動詞といくつかの接尾辞のアクセントを，主に神保格・常深千

里(1932)以降の文献資料にもとついて示す。複数の音形があるものについての新旧の判断

は，著者個人の内省を反映したものであることが明らかな林大(1954)[1913年生まれ］，早田

輝洋(1965)[ 1935年生まれ］，清水めぐみ(2001)[ 1967年生まれ］の記述を重視しておこなった。

また，いくつかについては首都圏中央部生育で2018年の時点で10・20歳台の学生10名と 30

~so歳台の 3名への独自の小調査（発音調査に加え， 5名については音声を聞いて選択させる調査：

お世話になった方々に感謝申し上げる）の結果も参考にした。ここで新形としたのはかならず

しも現在の若い世代だけのものではなく，起伏式形容詞の [zl石 I.2._l <白く）のように 1950

年代から辞書に掲載されてはいるが，伝統形ではないことがよく知られているものも含む。

9)顕著なのが複合動詞での前部支配型（後部要素から見れば乗っとられ型）から対等合併型への変化で

ある。対等合併型（郡 2015) とは「世界遺産」が［ゼここイ+.:i.」ザジ となるように，

前部も後部も本来のアクセントを失う融合形態で，複合動詞の場合は，たとえば「読み直す」「泣きやむ」

が前部のアクセントの違いに応じて［旦」ミ―干牙支］と [.:t_l苓亨11=...lだったものが［旦」ミ―干牙こ;_J

［ナ I 苓〗□ ム］ と， どちらも同じ型をとるようになっている。「暗号解読」のような後部要素が動作性・

状態性をあらわす複合名詞では，協力型の［ニ_Iジゴニ1ニ-''rク］よりも対等合併型の［ニ_Iジゴニ刃―|

イドク］のような発音が好まれつつあるようだ（陳職 2019参照）。「感染拡大」 [il....lジゼシ―Ill....,クグ{]

→ [il....lジゼジ万Iクダイ］のように，ことばとしてのなじみ度が高くなることでもこの変化は生じうる。
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助詞・助動詞 類の内部のアクセントの上げ下げは，直前が低い場合は特に助詞等を意識し

た発音以外は潜在化することが多いので，その場合はこの表では記さない。備考欄とその

左列のアクセント型 (2節に述へた基準での分類結果）の欄では，アクセントは下げの位置を 1

上げは強調する場合の大きな も の に 限 り 「 で 示 す 。 ① ② 等 の 記 号 は 音 形 欄 のもの

それぞれの資料が例示に使っている語例は異なるので，備考欄で①②と書

いてい る の は ，あくまでその型という意味である。 Q]s6等は資料の略号（文献一覧参照）

記載ページで，匡旦匡互], 匡五旦琶五目については， 52項，表8等は付録の

得法則」のもの，四］については [245]等は付録のページ番号， E日は独自調査の結果である。

で示し，

に対応するが，

と

「アクセント習

文献
略称

秋永一枝（編） (1981)『明解日本語アクセント辞典第2版』三省堂 (33刷）

秋永一枝（編） (2001)『新明解日本語アクセント辞典』三省堂 (1刷）

秋永一枝（編） (2014)『新明解日本語アクセント辞典第2版』三省堂 (1刷）

上村幸雄(1989)「現代日本語音韻」亀井孝他（編）『言語学大辞典第2巻』三省堂

NHK放送文化研究所(2016)『NHK日本語発音アクセント新辞典』日本放送出版協会

金田一春彦(1943)「標準アクセントの解説」『明解國語僻典』 (1刷復刻版）

金田一春彦(1952)「標準アクセントの手引き」『明解国語辞典（改訂版）』三省堂 (13刷）

金田一春彦(1981)「標準アクセントヘの手引き」『新明解国語辞典第三版』三省堂 (4刷）

郡史郎(2015)「助詞・助動詞のアクセントについての覚え書き一直前形式との複合形態の観点

からの分類ー」『音声言語の研究9』（大阪大学） 63-74 

郡史郎(2018)「終助詞類のアクセントとイントネーション一『よ』『か』『の』『な』『でしょ（う）』

『じゃない』， 1:ひはね音調の『ない』一」『音声言語の研究 12』（大阪大学）， 13-26

郡史郎(2020)『日本語のイントネーションーしくみと音読・朗読への応用』大修館書店

小森法孝(1987)『日本語アクセント教室』新水社 (4刷）

酒井裕(1992)『音声アクセントクリニック』凡人社. (1刷）

三省堂編修所（編） (1958)『明解日本語アクセント辞典』三省堂 (1刷）

柴田武(1989)「アクセント表示について付表」『新明解国語辞典第三版』三省堂 (37刷）

清水めぐみ (2001)「東京語の助詞のアクセント」『国語研究』（國學院大學） 64, 32-63 

神保格・常深千里(1932)『國語換音アクセント僻典』厚生閣 (20刷）

田川恭識・中川千恵子(2014)「東京方言方言における形容詞連用形・終止形・連体形の

アクセントについて一日本語話し言葉コーパスの分析を通して一」『音声研究』 18(3),14-26 

陳職(2019)「京阪式アクセント話者による複合名詞のアクセントの融合・非融合ー東京式

アクセント話者との比較ー」『日本方言研究会第 109回研究発表会発表原稿集』 41-48

轟木靖子(1995)「終助詞から見た平板型動詞のアクセント」『音声学会会報』 208,1-8 

轟木靖子(2008)「東京語の終助詞の音調と機能の対応についてー内省による考察一

『音声言語VI』（近畿音声言語研究会）， 5-28

永田吉太郎(1935)「旧市域の音韻語法」斎藤秀一（編）『東京方言集』斎藤秀一

（本稿付表掲載のページ番号は国書刊行会版1976のもの；記載内容は 1935年版で確認・修正）

林大(1954)「アクセント私見」『跡見学園紀要』 1,71-82 

早田輝洋(1965)「動詞・形容詞などの活用とアクセント」『文研月報』 4月号， 30-39/73,

折り込み付表．

平山輝男（編） (1960)『全国アクセント辞典』東京堂出版 (25刷）

松村明（編） (2006)『大辞林第三版』三省堂 (1刷）（【文節・活用形のアクセント例】）

和田賓(1969)「辞のアクセント」『国語研究』（国学院大学） 29, 1-20 

（徳川宗賢編『論集日本語研究2アクセント』有精堂出版1980所収）

(I刷）

昌
阿
昌
国
国

圧
国
匠
国
国
国

国

回

回
回

回
回
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助詞・助動詞類のアクセント一覧

名詞 動詞 形容詞 備考
・---------------------------------------------------------

-『-------------------
---------------------------------------- 助飼・

起伏式 平板式 起伏式 平板式 起伏式 平板式 助動飼の このIllと左のアクセント型の閑ではアクセン トは下げの位置

下がり 目あり 下がり目なし 下がり目あり 下がり目なし 下がり目あ り 下がり目なし アクセント型 を1で示し，上げは強励する塙合の大ぎなものに限り「で示す

⑩ 等は左1こ示した音形に対応する，略妥1む本文5即参照

単 梧の例 猫 鳥 飲む 乗る 白い 赤い.......... ............ ............ ............. ............ ............. ............ •••• ■ •••• ■ ．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 

単独形・ ①二Iカイ
形容詞平板式アクセントが不安定なことはすでl~l の内省

終 止形 京 l_;i_ 1::..1') フl.b. .!....I元 1::.1百 l.1.
②新ZI百 1.i

でも(1913年生まれ）．回It②11935年生まれ）• 981年）

は(l)fsどが、52項で「近年．若い人人の間では」として②を記嗣

連体形 刀ム L.I元 ニ面l.::C. Zl11オ
形容詞平板式連体形にもアカ1イの型を使う人はいる四川

中1112014参照）

連用形 ノ I~" .LI万 → <  → <  巨 lなど

命令形 フ 1メ ノI℃ 國 lなど，「よ」の1員も参照 「せよ」はかヨ

う／ようほ思l .!...I毛1ニ .!...国|二
乗っとり型 巨ぶど'

---------- ------------------------- """"● """""""''""''"""● "●● 

『ご2匝3訂匹は®国翡(ト1ポ注;,~オ「言!トふいシ切テ芦り9モに）、日9R(イヨートスル平板）、回う／ようと
LI宅1ニヒ

① LI百 I=1:. ①乗っとり製 ならな いとぎ」 は①の I~か②の「傾

［する］
② LI□-卜

②乗っとら柑出 で螂順（言い切りと 「とも」では

しくない）.m「とする」で①②の順

①乙1元 I立 (i) 
勲詞平板式 ~ 等l;t(j)で．巨]42のみ②（イクカド9オカ）だ

かかと ネ1ユ 立 上1ワ万 ノは逗 之 1曰l.:i_左 ZI万 I.::!'._立 協力梨・順楼 が，＠はIB形と見る回べ4き2(かオ，あるいは表現上の変種か

（②'LI冗万） 用言尾高要求
形容1乱平板式 モ1イカカ）いイカ）もあり

名詞平板式＋「かと」 ーが卜4叶4平板）~-巨匹］

① .L.17じ1ユ ① 

趾m騎臀と幻な●匙亨●り●平・国.式忠.の②''"イ匝はふ畔"旧"形イ9と名＇ふロ見②9る併べア似用9カ.か.. 1イ醒,ガあ辱るヨはい他'麟≪はに豪もI慨巨あ上3り:,C9哀直~ が［格助詞］ ネl_;;i_立 .1::.1ワ百 フ山互 之 1百ビ互 乙 l1JIュ 協力辿順接

（② !LI冗万） 用言尾局要求

が［逆按］ 京 1ニ .LIワ万I互 フ山互 .!...17~1互
協力辿 順楼 雷容詞平板式をイ1ガ -1イガの順で掲載名1月＋だ打が」は

之国1ユ ZI可|工互 用（注言尾5高参要照求） 

か しら ネ1コカシラ l::_Iワ可1-2'..乏 フ Iムカシラ .Ll7~1ユニ
協力型順ほ

匹ふど
之1百 l.i.ニ ZI可 1イカシラ 用言力尾1シ高ラ要求

がて ら LI□|二 .LI']可 I二
乗っとり型

巨ぶど'ガ1テラ

かも 面コカモ 上1リ五ぽ プ1ニ :!...17~ 1ユニ ニ国1エユ Zl1JIイカモ
協力製順探

名詞 日，動詞 形いて容目詞で目は併
用言尾高要求 動詞平板式につ 用で・ーカ1モあり（強勘形か）

から ほ 点］ 京 1コカラ 上1ワ戸

目など4 理由がから」とアクセントは同じと基えておく

協力型順楼
rからか・からは」は・カラ1ガーカラウ回44(-/J¥l,日(-は1

用言尾高要求

から ［理由］ 京 1コダカラ ..!::_1'7万 I立乏 フ 1ニ LI元 1ユニ .i:1百 Iニュニ ZI百 11互乏
（注5参照）

血形紐容平+r詞板e平+式板'か式日らな」目どは月Jーイ1カ9霰後無声化する勇り詞はイクカ1ラ等

ラ_,イカラの順です昂絨巨lは逆

①旧ジ1旦之．
塁，．い」な喜ど"""藝"やや豆式は〇に雪なる傾向云が●にか::  

＜ こI百万 乗っ取られ型

②新ニ市 12.

----・・・-・・ ............ ・・・・・・-・・・・-雫ー一ー---------・・・・・--・--・・ ・・・・・・-・・・・・・ ・-----------..  ● ● -..... 

①旧シ1ロクテ
は：記「＜」に

形容1謀起伏式 上記べ」をg照

くて ZI百|之Z rて」が低く
形容駐平板式 国It「3モーラ以上」としてマルク1テ（マ）いク

②新i;11己|之二 揆絣） テ）とするが他の資料11-1クテ，上記「＜」に「て」が低く接続し，
クの槃声化のため下げが前倒しになってできた形かと息われる------------------------------------------------------------ - - ■ - - ■ - - - - ■ - ----------------■----■  --形-容--詞-起-伏--式-＋--「-く-は-」--[]--3-1日-は-②--(D--, -4-拍-は-①--②--の-順-----

形容詞平板式＋「くは」 ①は上記「＜」に＇は 」が低く掻E紐匹した， 

くはくも
①旧~I旦之2 ① ZI万 万 Iユ 形，②は「くて」に引かれた形か， ~2①(「 く も 」も 1

②新2石1之2 ② ZI百 12.'2
四 81;(②で，注31こ①あり，決Z、・nzでは「くも」について

も同様，~原とも形①('のくい巨も)枠;@「くも厄」両も百I.. rEIは①②の闘．巨l
は3・41日 み， 形（抜詞査者次第）

--------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------
①旧~岳I旦，＆之 rな る」 rなる」日が続•はく言いかた

形容詞起伏式 3拍は①②，4拍は②①の順，巨1,0 20 

くなる な い Zl:hクナ I& 成台にシロクナ'}レ梨を丁とする者あり

②新ニ団12. 形容詞平板式 回 ＜ない」は10 20隈台含めぽぱアカクが

,+,& ルだが， 「くない」は②式の言い方も併用または許容者が多い

①京1コクライ .LIワ万1ユ ①フlb 閾 !LI元万I閾 i:...1百 I工 麟 ZI百―ィ 便い分け観(l) 名1躾起伏式奴訳うについ（犬てな回ん4て8(グライとク
ライで同じ扱い）は「犬くらい怖くはない ）」は②． 「犬

唸 I可万I乏 二 ユ 二 万 1.2..:1'..
いくく使場らる合いいII!怖分に詞けいつがもい111；；ての12合)、はも近な巨）年旨いは記（•犬①巨絨ががいlし主;tち動か流ば詞しとん日言形怖[う2容い0詞5）」)は①だが． ②の人も(A'. lb-:;, 12:l'. ②込己―ィ万lz!' は，名詞起伏式につ

③ >c:'.I! レク フ—―イ― @z伍―オグ写イ
① 

につくと きにグライ協力製 順ほ

用言平板要求 I②)と クライ(@)でアクセン トを変えている，Rは名詞r位」と

ク1ライ 号「しぐてbのし平、OO和板典型」本，ア◎体ク「でセ大1ンよざ「トすくでぎら「るいこ～」のののく用Iら~法ういはが」の「よ修べい祐」助ら、R観い」「と同じ な
くらい・ R 

としてe→

降参する～
ぐらい 乗っとり型 なら」，「ぐらい」はe「これ～の大きさ」，◎「i酉～欧む」，⑤→

ク1ライ 「く らいOO」，他の,~とんどの文献資料にOの知裁がないのは

~ 

ふ足こイしニれ紐・,ク:酔盟をラ;名式に項イ詞;;匹呟’回匹迄位し,nでま9音グ'叙，□ラ"ダ匝イ"ラク日竺イ心-ラク·~とイ臼見ラ渇で□イる●歪99た●六グえ巨●飼ラず梓かとイ'・頂呵'惜・あ場る賣環"匹い'"綱".！⑳"氏は,,は平グ名ラが［ラ細グイイはラ

名詞としての
平板製の「位」
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I I I 

I 

I 

動詞はクライですべてR:D,@巨｝よし，巨Im司形容詞1「少し
ぐらいなら」で）両形

回イ，で平韓＇板巨式3，名巨巨駒杞はダ詞ソ＇ラはレイダグでララ<D@イイでナ,<D@コtゆ詞ト,（平板）， ヒャクエングセライ，形容駒はクライで3l,グラ

動詞形容詞なし

（つ）け →た

協力製順極 露心板平~式板式用他Nは9は霰「けイf紐れ1ケど声レJ化でド渇す、裁る一1動イけどけれど ~I コダケレド .1::.1ワ万・1年 フ Iムケレド .!...17凡lニ .21百 I.i2.:.!d:: Zlt!Iイケレド 用言尾罵要求 貌1乱平 i目はイクケ1ドの旨注LE
（注5参照） 形容駐 ケレドの顛で1易載

こそ ネl_;;i__;;i_込 .LIワ可1込
協力梨 ・順揆

匠ぶど'コウ

こと ［全都］ 王1コゴト ..t:.I万戸
乗っとり型

匠ふど'下けなし

①京1コゴトニ
① 名詞起伏式の②は乗っとり型から協力梨への変化のなこりの

ことこ•とに
l::_Iワ可1上三 フ Iムゴト=- L.17戸「I上三 i:1己Iェニ ZIカ イ ゴI上二

協力型順接
形回か（名］・1司にだけ乗っとり梨の形が恥残り．動国1月．日形な容し1司は協力梨）こ•との［缶］

②杢ゴ可1上三
用言平板要求

匝匹担典本1杖DRの順， 9 

ゴ1トニ

さ腺助詞］ 京 1ユ .1::.1ワす フ l.b.ユ L.I冗 Iユ LI五はユ ZI百はユ
協力型順按 l!I. I!] 用言尾高要求

i:'.1日1イサエ
① 12:'.I可 1.::1'..ュ三

昇違る紐・勁3の●形詞はmaE平に平飴紅は謳=板堅式9平国回●~｀終連ク式…E•サの:尼苫エ·唱.. 字とに:.灰対--::す濃戸農る仲●~形サは暉'エな形戸だ9●が平駄本レ和こ見=P・れ.,か蜘はりと夏もを=9●たに~c " だ

―― ① .!...Iル 1立玉 ② !ZIカイサ1玉
ノ lbユ玉 —— ... " .......... , ....................... ●●, ....... 

協力梨・順揆

②ハルサIエ 用言尾高要求

さえ ネI二 .t:.Iリサ I玉 ①旧可旦之． サ1エ

ユ ZI可 1m 強11Jすると;・・・---------・l; ② 口.!...I—-··-···· 「サ1エ

I リI立玉 ②新 i:._]百 12...ZI乃|二上

二 方I玉 ユ
相当で.・'クサエはクの無声化による下Ifの前愕しと見る

させる歪る

ざる L..I芍ザI& LI弓守I& 乗っザと1/りレ製 文語の助動詞のアクセント1咀四穿9]員に記載あり

し 平1ニ .!:.Iリ万Ii::. ノ 1竺 .LI元lie:. -2:.I曰I工之

協力型し順揆

ZI百|工こ
用貫尾高要求
（注5参照）

形容固平板式目はイ1シ ー1イシの順でj昂裁 国 I這

協力辿題楼

かがた・暉翌だ臼匹し四平「●愈胃・式緊し注噌か9"名巨」祠匹はTI⑳ィ~藝はッ苫..  『カ閏おとい・のイた毎・臼>'-こ声とカ化が隊日な蒻い"'"」""・証目や"0元珈笠曲0千彫和目とげ~釦=なる~しが9 

① ..!::.Iワ Ii:.ュ ① Li7CIユ 韓
用言尼高要求

② J:.1万"°71n_ ② LI! 戸71ュ シ1力
しか 京 122:t:!. フ Iムシカ 強即すると

R旧 J::1万 ③旧 .:f.lJじ 「シ1力

す元 戸 R用言平板要求
シカ

①フI三三三

②がおそらく尉目相対攻的琵二に新を使形用／届許容が習各1虚名あり望慄此っと翌り型）

動詞起伏式
ずに

②新 LIさI ノ I ＝フス、、―一 乗っとられ型
で「達さず（に）」

L= 一` 貌1乱平板式

すら →さえ
協力辿順楼

し円且試霜息典叩絡駒のみ 戸t:間且l用言尾高要求 のみE匪l日な

m::1: ミ交弓I.:(⑫|万文弓I.:[ 乗っとり型
＠匝は•旧形かずらい

② 17ミズラ 2 ② I')ズライ

(j)ズラ1イ 亘 4)員12)で@I:ゆ懇， 巨じ）
②ズライ

ぜ
①上1万万で ① LI冗で ① ZIカ イ ゼ 回「危あ（名り）詞，廊不明）（名Ifill詞な~し可），岱1辺（名1司なし）9 回（名1司＋

京 1ニ フ上豆 之国1.:i.互 ⑫)＋疑問型上昇詞等愧容1司

②卜 I']可ゼ ②ノ1元Iゼ ②ア1111イゼ なし）

せ［る使I役さ］せる LI亨石11.l:: .LI弓石元
乗っとられ型 巨表のそ~れI'—. さらに他の助詞助iiり詞がつく場合については本

セ(')}レ それの項参照

協力辿題楼 這 (4)参照便い分け感回覚発0)話迩内ぺ容立の強めと して'(j)+迂問型

①上1万万▽ ① LI冗ワ ① ZIカイゾ ＠用言平椋要求 上昇固1さ注意喚起，感情 て，主張うながし，②

ぞ阻助 詞l 京 1ユ 芦 フ 1旱 ニ団1.i.L ②用員「ijl,史水 i;J良白的で強い決意

② .LI万万l:i. ② .LIXl:i. ② ZI万|ユ （使い分けあり） ＋ 「~だ」あり(名），l月国なしI|名詞区なIし巨），苔J j容道詞①（名②詞の順なし),回 I名騎

そうだ．
① .,!__[万ヮニ万 ① ZI百万―ニ―ダ‘ ①乗っとられ型

動1乱平板式①はE匹和14など，Rは文献になく巨lによる（こ

そうな
LI百 71二乞 ⑫新_!_IリソI之 1百▽1二2

②ソ乗(っ')とーダり型 れについては少数圃査）

そうに ②新 ZIYi'71用言平板要求 形容詞平板式 巨p巨lほ9ゞ ②，この匡形を拮鋭する他の文

［推璽］ ニ包 二 ソ1ーダ 猷料は①

そうだ
協力製順接

但ョなど（「そう」で）
京 1コダソーダ 上1万 万ワヒご フ Iムソーダ :!... I元VI二 i'.:1百こ二‘ ZI刃―石VI二z:用言平板要求

［伝間］ 刀`ーダ
形容詞平板式 回 IO20 30成台で3 イソーダあり

た
①旧；；I旦互

形容詞起伏式 lll'3]回 E匹)52!員に「近年，若い人人の間で＇

立 協力梨・順接
は」として注記

たらたり フ Iユ al夕 ZI万|カ ッタ 「たらたり」はク1ラ・ータ1')00前が低ければ9は溢在化）日

たっけ ②新 i::1己1ユ
用言平板要求

rたっけ」は夕1ッケ（直前が低ければ1は沿在化）巨豆租紅

ッタ 体

だ
巨 など．「だとJは引用用法ではダ1卜BfES、条件用法で

だとだった

だって・ 京 l_;i_乞 1::_Iワ万
協力製順探

はダト（平板 回， 「だっただって」はダ1ッタ ダ 1ッテIE!.
だが・だから 目（＇直「酌だがが低，だから、だけど」はダ 1ヵ＇ ・ダ1カラ ・ダ1ケド

だけど
ければ 9は溢在化）

さらに他の助詞助勧詞がつく,i合については、本表のそれぞ

①乗っとら柑出
恥れい血」の）項ffi参平のは順照板終式．回止形匝78②J2でで8．,連回拍体数足形が①］多．但い巨逗と枷＠巨終にI止なfill形り巨のがl目みち関（巨「査いね）た製だのぎみた， 

たい・
LI豆 I工

① LI')タイ タ(')イ

たがる
②新,!I']―夕l:!'. ＠乗っと り型 「たがる」は動詞起伏式にはタ＇ガ匝lJレTI，動l月平板式に1謀Dータガ1

夕1イ
恥ル，②(I日）形タ，Bガillル（平巨籾l@D巨 ]I> 巨匹¥11注で~の順，

rたかったたくてたければJータlカッタ・-夕lクテクlケレパ
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①協力型順接

尋動嘩詞形容7に酋騎①はが⑩侵せ蟄号直と記，；E司‘酉I~贔; 昂①の順~l• lbl蛉 回34勇り詞@,①京1ユダ` ケ ①フIムダケ
① .2..1口1.:i. 用言平板要求 ⑳ , 「雨だけ」①⑫の順

だけ ・ 芦 ②乗っとり型
9 日 両形，fD:DRの

だけだ！ ② 1日王1コ _i:::_Iワ巧 ②旧 .LIム .!...17~ 巧
②旧之1百才

Zl1lイ ダケ
が1に1は

万
ダケ1

「だけだだけがだ，’囲けだに4け4のだ匝」け1@は3(」-.::は4-ク),ダが巨ケItーノダダ（）平9ガ板fB、）9，ロ二注、1ワffli直前7, ダ 万―ゲ 強詞すると が低いと 1潜在化） ）， 

ダrヶ1 IBJ[202, 218](ダ） 6参照

だって ネ1コダッテ 上 1ワ71ュz
're'」にrって」が低く銹＜ 匝］巨匹距I
r1こだって」は—二1ダッテ 1直前が低ければ 'I埠在化） ~3

たち 京 1コタチ .!::.Iワ 1之二
協力製低極 「ら」も 巨引巨コ94項参照

たて LIミタテ .LI']万
乗っとり型

巨Eヨ平板化

たら→た

① >!::I万万I三乞 鴎っとり梨

だらけ 主I可―夕・12.2:. ②旧
ダ1ラケ

回9R,巨恥［ヨ巨函②乗っとられ梨

トIリダラゲ ダ(1)ラケ

① >c:'.I和ダ ロー ① /ZI万 lイダb- 協力型・雌探

罷諏詞は⑳イ審の9ダ顧ロ；ご[1wー~ょー1イの昌ダ順ロだー旦が＠(2謬2の1順, 2で4撲6]載濯に，②回はに@])「まこれ,に@(：」且ふ形し容］ 
だろう 京 1コダロー .1::.1ワ万百Iニ 刀ムダロー ②旧 ,!_I!レ 'L.I石1.:1'.:Z:旦ニ ②旧乙.1:h―イ

①用言尾扁要求
R用言平板要求

刃石1ニ 万 ―日1ニ ダロ7-

LI野 I之 L. I万~YI 之 乗っとり型
3ッツはおそらく1日形 巨J48コッツ間かず「抵抗」あり

つつ 噌こ畠~Iま1ッツ—ツ1ツの順， B回醒回ッl
こ「2IZLl 凶万IZJ.)

ツ1ヽソ
ツ のシリッツ呼板）はさらに1日形か

って［引用l ネ12.ZL. ..t:.1'7戸 ノl.bニ .LIル 1学工~ .i:.1石1ェュ ZI分|エニ
協力梨順揆 巨紅体，日形容詞平板式はイ1ッテ—1ィッテの順で
用言尾高要求

て・
鴨自「てはても」はーテ1ワーテ1モ1直前が低ければ1潜在

（ても）』「てから」はヂカラ 「てだけ」はテ1ダケーテ
てはても ノ I~二 .!....:::..I芋 →くて →く て 乗っとられ製

ダケ（平板），「てばかりJ はテ1/(カ リ ～ーテ/(1カリ巨]~匹~77
てから／だけ

項・-・----------・・・・・・・・・ ・・-・・-------. -~........ ---------------.... -. -.. --. ------------.......... ----------------------------------------
てる フI~ ムヱ1亨冗 日

で・
ネl_;i_ヱ 卜I-I J= ナ →て →て 協力製順ほ

匝豆lなど， 「ではでも」はデ1ワデ1モ（直前が低ければ 1la 
ではでも 冶在化） 巨J44,回Iでも）, IDJ[203] 

① .!_ 1 7~1 乞 ① ZI万 l.:J'..乞
協力型・順探

でしょう ショー ショー R用言屁高要求

［推測］ ネに］デショー 上1万亨ジコI::::ハ ム丁―‘ソ‘ョー
②旧 .LI冗亨

こ団Iイデショー
②旧 ZIカイ

②用言平板要求
「だるう」の頃袋照

デショ,_

すゴ1ニ ~丁.ツ、 ョI=

協力辿順楼 形容詞平板式目1イデスーイ1デスの順（他項目と順序異なる）

です ネl_;i_エ玉 .!:.IワデIZ,_ 之 1曰l.:J'.£2,_ 乙国1エユ
用言尾局要求 形容I月に「です」を直楼つける言いかた1吋!]:isにもあり（ア

デ双 力1イデス）

てない→ない

便い分け傾向 引用用法と勇bl目のタ1J挙用法では②が増え．条

と

とか
ネl_;i_上 .!:.Iワ下とはとも

［列挙など］

① Ll7戸ご ① ZIカイト 協力型順桧

列拳血・形容~~J:悶乳円罰：：置及なく①だが表
71.hl. 21百 lfr

①用言干靱要求
6注2に「と（引用 目枷梃

,, ..... , .. _,,,._.,,._, ● .......... "'" "'" "'" "'" "'" ""' ............ "'........... , .... .. 
② .L.17~1..t:. ② ZI万 |ユ ②用酎社漠氷

弓1111ー'匝"'""国一表・-5-・6注に「引用の た」 は平板式名詞／動詞には低
① l::_Iリト

酌ユ
..⑭..... = 卜.. 1万..........I= ト...... .. はく巴下イがパっ皿てネーつくシこョとン置のが多ためい』かと〇あ即る③？が●,-只鰐まり巨⑥:"お::よ"'び":・: こ芯れ

と ［引用］ .,., __ ., ヽ••ヽ. .ヽ●. .....、···-·"•" """

京 122:1:.
① ..t:.I万万下・

② ..!::.Iワ71..!::.
.......... ●● ""●●, """""""""""'● .... ~, .. ●●, ....... ● .........』'"●●,........ ......... ●●, ........ " ............ ●●, ......... ●9 

条件 名1司平板式＋「だと」Eね 巨)50戌台② (40成台以下顛l

① .!::.Iワ万下
査せず`）

と［条件］ 京 1コダト

勇1塁0・3ぢ0丹・多5：0成は台各畠1名咄の詞査□で1謀00)芯は摺認請②上1万万 l上
両形可

どども 71ュ :!._1"[;1£_ 協力梨随桜 回］医
rとも」はドのあとにモをそのま哀綬ける 巨]~匹~2

①玄1ユ ①ハム ① i::.1百 1.:1'.. 鴎力型順ほ

ドコロカ .LI万 ドコロカ L.IX ドコロカ 乙 1万才
用言平板要求

どころか ・ 巨~.FE]J[E匹IB日＠は名詞なし）で(00)の順
どこるの

②王 1ゴ 町 二 ② .LI工 町二 ②之1百オ 司ニ
R乗っとり梨

VIニ VIコロカ 1"1ニ ド1コロカ

として~幽 酌コトシテ ..t:.I万トシ テ 日

な［禁止］ フ Id£ L.17見1±.
協力型 ・順検
用言尾高要求
（注5参照）

匹 g
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な［判断］ 京直之之 ..t:.Iワ戸 フ I琴 .LI冗下 之団l.::C_之 乙 It.!イナ
協力辿順楼 回この•上匝にヨさら日に各種の文未のイントネーションがかかる
用言平板要求

さらに他の助詞助動詞がつく場合は本表のそ目れぞれの項参

LI芍1±.:i. .LI写デオ 乗っとられ型
照 「なかったj は動1司起伏式に1ま＿，ナカッタ

容厄飼互平詐板心，動詞平板式I;@がイで．「たい」の撮合と同様~ 形
式の新形に一致

ない
①旧 ::;1旦之

浦助形容9司の「ない立が終く言いかた

,~, エ
Bか形頑形たり容1が容司詞1あ化司起す平る伏板がる式兆式ilOlに帳l2は巨と4さ見51Jら0参る・な照2こ0る）と成言新もこ台形でれ②ときは式しるこのての言シ捕いロ助方ク形あが容り詞イなどの言いノ12乞，+,.::!'.al亨デI工 乙 11:Jクナ 1工 のrない」が

②新之1己I之
,+,.::!'.. 

① ¥:'.I万テ万弓
揺っとられ型

ナ(')ガラ
習②が清多数譴聖犀：；と同時に」①眉岳月L.12.71ユニ ②新乙1-リ-ナ1

②乗っとり型
回とも，

ながら ユ ナ1ガラ
.,., __ ., ..... ● """""""-""""""" .. ., __ ., """ """ ..... """ -・..... """ " ,,_ -""""""" .......... -""""''"" .... ．．＂＂● "'""''""""""""言'""""'"""'"'""● "'"""響"""'"""""'""'胃●""""'"'● "'""'""疇""'"".""'""'"".""'""一 ..... ―""""'."'心・"""".'"'nー・"'""""●""'""一-・"'"'"●......... -.......... "● " ....... 一-....... a .. , .. ,., .. a● ""'.. "▼ ,_ ....... "● " ..... "▼ " """"  .. """"'.... 

隠に--］ナ--カ、•フ一 ① ±.I万子芳弓
乗っとり型
① ナガラ 回i諄紅体は②も l[i)匝豆~の順，@32(i),日なし

唸 「予fl牢 ②上1万デIm ② ナ1ガラ

なさいな ム「ま戸テl.::C .!_Iワ戸I.::!'.
乗っとり型 B「な」は巨亘lなど'
ナサ1イ

など フ Iムナド L.17~1±£ 之 1石 1イナド ZI百|ェュ 協力梨順検 司置贔且冠雷9詞平板式にIt-'イナド（や ナ

なんか ・ 京 1ュニ 上1ワデIE. .. ~,-・＂．．．．． 喩... .................. ...... ............』.............●●9凰▲●●●●●● ..... ............ _ ....... -・-.......... -●●, ....... ．．．．．．．．．．“●●，...... ●● .................... , ●●“ 用言尾高要求
"".""""'ヽ '""'""'"●'"""'""'""'""'"'''"''''''"'""'""'""'"'●●...................... 

なんて
フ Iミナド ハ ']Iナド →くは くも →くは くも

ナlド E苔項本体，匡h多容詞平板式連用形にはークサド）

協力型順楼巨14など,IGJlt形容詞平板式＋「なら」をイ1ナラ —1イナラ
なら ・ならば 京 1コナラバ .LIワ1'°1ユ フ Iムナラバ L.17~1.±. ュ LI石ュニエ ZI可|イナラバ 用言尾局要求

ナ1ラ（パ）
の順です葛敢

なり
協力型順按

序・清動詞は形平準容板飼式本平体日土板，の式巨みにlナ医は1コリ画イもナあ「リ也げ（,イるlt1が8ナ9（イ頃リ眉ク），が、リ翫0峙(例）．因これ嘩は「な
ネ12fl .LIワj'"l1.. 刀ムナリ .!...I冗 1ユ 之団1イナリ ZI可|ェュ

用言尾覇要求
［例示也］ ナ1リ

り」の意抹を強く意滅した言いかた（姐屈形）か

なりに 協力製順楼

なりの 王 1コナ リ ニ 上1ワナ リ＝ LI―五ナリ＝ .!...I冗ナ')= i::.1百l.ft'.S 乙 Iカイナリニ 用雷平板要求 回 （ナリニ），巨弄項本体（名l司＋ナリ）-~· 匝四（同）-~ なし
［程度桟遠裕］ 平板

なんか →など
巨匹四形容詞平板式連用形には1クナンカテ），巨l
形容詞平板式連用形にはクザンカテ）9日名詞のみ

直・駐詞4平1板式の②は旧形と見る甘度ぺIぎ(2·か0配歳．あ台j-る~1名い②は併表6用現1c）上~の変種＠（イクニ カキ"ル）， 和

に ① Ll!~I~ ① 
典研0平目板泣式両匝形j42. l!ID 

ネ12三 ..t:.Iワて 71竿 之国I::G=:_ Zit.ii止 協力梨順検
には ，にも

⑫ s::..17C:c) 用言度厄室求
形容9目 （キモノワカ／いイニカギ,;レ）

日.r4に4は1lEiJ-1::・巨も豆」はjrn--=員'ワ，f.]・[ー2ニ031モ]国（直1前71が3低回ければ 1は潜在化）

に［～行くl ノ 1-:oc-- .!...Iワ古
（備考参照）

協力型 顛接（用言平板要求）またIt乗っとられ型

四］医国表6注11]

にくい LIT=万 1.::1'...LI']豆 1.:1'..
乗っとり型 回匠苔41員，種目ニク1--(

ネIユ．． .-トIワ京.. . • ノ 1旱 LI冗京 この上にさらに各種の文末のイントネーションがかかる

ね阻助約］ ,,_,~ ・..........""" .............. """ .... 21百は主 乙 1戸
協力型順揆

目翌閂轟回，国 名詞＋だね」もI.回（名詞）

ネIユ ご 王 .!::_Iワ戸 ノ 1.2£:.王 L..zl芋l;t
用言干板要求

r犬」「山メなど尾高製の名詞の多くにはこの'O)」は吊いままつ

の ［格助約l ネIll .!::.Iワフ
協力梨

くが， 「次」「よそ」のように「の」が低くつく場合幹i合がももああ回りる8€1ヨ), ま7た1 
特 J-ijの注意②；「地1*」など，，，，弔型の形容動駒琵

「ことげとき」のように低くつくことがある場

の のが 協力梨
協力梨の順桜（用言尾吊要求）に近いが，足高梨の名飼には高い

［ものこと］ ネIll .!:.Iワフ 71旱 .LI元 I.L i'..1己Ill ZI万 1:i..L 特殊
ままつく点が特殊

r,,, がのだ」は-.I'ガプバダ（直前が低ければ 1は潜在化）

の阻助割］ ネl.ll:L l..lワ1'°1L ノ 1旱 L.IJ~IL. 之 1口Ill 乙 1可 1.:1'...L 協力辿・低楼 名飼に直接つかないが， 「有名な」など平板型32の節形参容照動）巨飼に1- は~低
くつくので，協力型低桜と母えておく (2

のだ ｀
、終B/Jlがの」と同じく低揆と見る

形容詞平板式 Nはーイ1ノダ ，_,イノダの順で煽載継(~t,.
(/)でのに 京 1コナノダ ..t:..IワCfCILこフ lb.::!...Z. :!... I元 lユ .i::.1日1ニ 乙 1可 l.:L::'..2: 協力製低探

，「のでのに」秋l •n2 6.7, 8日 (J!la形容詞），
のです

ので」も）．回（名詞「rどのに」で）-'のです」巨l
① 

己.R 主はもと忌は用言鬱厖高要求詞でのあみっ）．国（名詞形 容 応 疇
① LI冗フI呈 協力梨， 順極

のみ =flコノミ l::_IワフI旦 ノ Iムノ-= 之国1ニ Zltiィハ旦
用言平板要求 たことを示すかすると①は

（② e::'..I元IL且） （備妻参熊） 助飼の強圃形が固定化したもので、意味の共通性がある「さえ
ノ1ミ すらより」と本来は同委員と碁えうる(3酌m参照）

①.!..国|ュ ご“目平板翫匹i醐謬または表辞現典上本の匹変種）か』車緬l@(イクワ ヨ
フ IJQ

（② !LI元万）
ニ団1.:iワ ZI力 l.:1ユ ① 目なし

は ネ12.ユ .!:.I万ぅ ··•·· 一—··•·• ·•· ··•····-·•····•·· ·•·・~．
●● , ......... , ●● , ........................... •·· 一·•·•·•··•··••·•··•··•····•··•····..・ ··•-··•··-·-... , ··•--•·· ··•--•··, ... -・-協力型順伝

用言尾高要求
回動詞目平目板回式晶，目2(シリ1ワ シがイガ叶~巨乱回｝巨，

ノ店ユ L.I万 12 →くはくも →くはくも

①旧 s:;1旦工

ば フ I芦 .!...IじI広
上広

ZI可 1.2:..k.LS:
協力梨順楼

匹 ふど'

②新 .i:.1已1工．
用言尾高要求

ユ

①協力型順極

：0〇読'て酌はば文が紙詞,哀形料●'害で図ばはか少り数"』派嗚：匡で台ほ：1と四丑紐んど砒が,,紐c●鼻とで用併9ヒ用トおトモ屯""らく"'記形の

①京1コバカリ ① 71ムバカリ
① .2. I百1.:1'.. 用言平板要求

ばかり （②ニ「云
二 ②乗っとり型

（②王1可 _i:::_Iワ穴I立込 .!...17~ 穴 |立旦
（② i:.1百才

z団 ―宅穴1ユ
冗ユ）

パ1カリ
冗 1叩）

穴1ユ~ 強即すると
「パ1カリ トト/(lカリ．ナイテl/(カリナイテ/(lカリ
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ヘ
ネ l.:J.三 上 1万主 協力型順接

巨ぶど’日，「4へ4は,ij. コへも」は—工 l ワ，—工 lモ（直前が低ければ l は
へは.へも 潜在化） Eコ 77J頁参照）

① 71bc:::: エ
①協力型順接

巨順但.• J 「3'べき「巨ぺ」でく②」「ぺに．日きつ」且い1.て日[!i]①なに[!iiしなコり力パも」回で(j)「ぺ(8き9だ)<1」で5)②で①は②のべきぺ し LI〕戸―|エ ②用乗言平っ板と要り求型

②ノ広 ぺ1キ
巨など

平板式の語＋『ほど』＋助詞は，助詞が「ぽど」と同「じぽ日高どアさででレ"つホiまく

形（名詞「程」の性黄を残す）と，低くつ；の匿く袴形で2が下注あが8る1らこ ド協力型順接 ノ，キータホドデモ（いずれも平板） ど'
ほど 亨 Iコホド 上 1万ホド フIニ 乙国ホド ニ団liZG..L こ 1'1イホド

用言平板要求
とぽどにぽどは1まども」は「ぽど」の後で下 らない下'l!Jt,かるあ平板

形ととの併ホ下記いげ，ダ~のも印あなとるしのと，下ししげ，か巨のしl印は目あ下[2がり0，2る,「形ほ2の1ど8み]だに」「ぽどは」は 形旧[Z18]は下がる

まい LI工 lei. Lli戸汀ユ 乗っとり型
匹ふどマ1イ

ます
乗っとり型 巨など

ましたまし LI□ IZa LI万亨IZa
ょうません

マ1叉 「ましたましようません」はマlシターマショ l一ーマセlン

① ②は少数派かつ併用 ②が本来の形（用言尾忘要求）で・,①は助

① LI冗亨 ほ
協力型順接 詞の強調形が固定化したものか（「のみ」の項参照）

まで
ネ1=ニ .LI'Jマ lz:.ー9 71ムマデ 之 1□1イマデ 二 1'1イマ 1二 用［言備平考板参要照求） 

勁詞平板式怜l2 火lH秋n;:j,INIJ酉II早IJJ,t:D,fij@l'.DR 
② LI >ci.s:ニ 形容詞平板式 止デ」」·の~例あ凹り，国むl国なし

マ1デ 回 5に「夜オソタlマ

みたい
協力型順接

みたげもな 亨 Iコミタイ 上 1万旬二 71ムミタイ LI〗,百|二 icl□Iユニ ZI五―イ百lti 用言平板要求 巨ふど
ミl夕--(

71ムモ
① LI >Cl'!;.

之 1□1イモ 二 I町二 ① 
ニか慟邑詞畏平;'板R旦式'イの旦タ②モ已はカ旧甘形1エ旦とル見翫モるiBべ巨li!IきがEあヨる表い6は(j)表②現辞上の典変本種体

も
ネ1= 上 1万宝 I② .LI冗宅） 協力型順接

用言尾高要求

フIミモ バ万1モ →くはくも →くはくも 回巨］巨孤3回

ものか＋
711tl_1--;J---1ユLI〗,亨|ュ

名詞の「物」＋「か」（モノ lカ・モl ンカ）と同じ 'lfETI·~こ］表6注5,

もんか 表5注4参照 『も0)0)』はモノノ（平板）

や 亨 Iコヤ 上 1万亨 71ニ ① LI 〗cl ヱ
21□1ニエ ZI可|イヤ

協力型順接
勁か「間詞く回平や板4否2式や(--(の」分で②，は命旧--(令形1形ナと＋ヤ見『や），る』巨もべ①亜き）か，廿N，厚Iあ(名るコ詞い川のは回み表）現で'liJ上はtの動d;変詞し種は

I② /I 〗9亨）
用言尾高要求

やら 亨 Iコャラ 上 1万亨I二 ノ上エニ LI 〗Cl二 21□1ニエニ ZI可|イヤラ
協力型順接

巨 EコEヨ l!J,巨ト多容詞平板式には-'--(ヤラ (--(7ャラ）
用言尾高要求

ネ Iコヨ 上 1万百

3前(4)参照

この上にさらに各種の文末/J)--(ントネーションがかかる

使い分けやさしく敦えたり反応を求める場合は①＋疑問型上

昇調で羹述相ヘ手，こユの回て意見意＋疑と見の問の連型主い上張昇を， はっきりさせたい場合は②の1項向（郡2 調は注意喚起，呼びかけ，感情

協力型順接
感覚の ラながし，＠は反発をともなラ

よ［告知］
① LI冗百 ① ZIカイヨ

（①②使用用い言言分平尾け高恨あ要要り求求） 

述べ立てや主張行動要求をあらわす語について強く行動を要

71hl ニ団Ii.ュ

回求旦扉り令詞旦形形＋容『且よ詞遠王①ノ日:1なメ:しヨ丁．ノい罰ョ：!!ill，：； :~ 三!乱',3P息回．轟起伏式． 

亨 Iコダヨ
①上1万ダヨ ② LI >Cl.a. ②二げ,1イヨ

②上1万万I旦

の一段サ変の「起きよ」はオ1キヨオキlヨ，「調べ巨よ」］は巨シラ lペ
ヨシラペlヨ，「愛せよ」はア1--(セヨア--(セlョ

よ［呼びかけ］ ネ l.:J.旦 上 1万百 協力型順接 l!E]]~ 

よう→う

ようだ．
協力型順接

ような！に フIムヨーダ LI〗[百|―ダ 2.1百日ョーダ ZI可―イ百ここ 用言平板要求 匹 14など＇
ヨ1ーダ

協力型順接

詞詞I砂~~暉②:優①Ill:勢の:参順照園'!1②'::詞はな~強~し励I.鼻形'とふ見し二る）巨),円形あ巴るが誓1020字歳台で
① LI>"= ① Q"I五|イヨ'）

用言て― 、

より ネ l.:J.旦止 上 1万百I'.!. 71bll i:.1□11.2.'.i. ヨ1リ
② LI冗百口 ② Q'.I可―イ百I'.! 強調すると

「ヨ lリ

① 

叱鼠ぷ,：：：且,肛,；字-』見，芯口可応芦如；；苓ぷ品;;:•と杓";ぷ;, ぷ匹Rし:~，'縁閑し,

①之1日了
乗っとり型

② 
らしい 隠 I百弓予1ニ

上 1万弓'°Iニ
①二「五言―シヒ

LI冗言s'I二
弓予I=

ZIカイラシI=
協力型順接

［推涸II
②三1コラシー ②―71ムラシー ②之1日 Ii

用言平板要求

ラシ7-
フ一ソ、ー

強調すると
ラ「シ7-

らしい隅切］ 王1可言戸1ニ 上 1万言戸1ニ
乗っとり型

巨 Eヨぅ"-'ラシ7-

乗っとられ型
さらに他の助詞助勤詞がつく場合については，本表のそれぞ

れるIられる LI亨 cl止 乙 1言レル
れの項参照

レ(7)}レ 四 14など・,
協力型順接

わ膨助詞］ 亨 Iコダワ 上 1万万Iユ 71JQ LI>C12 ニ団Ii.二 ZI可|イワ
用言尾高要求 回日形容詞のみ）
（注 5参照）

①二日cl立 ① 
勁かみ，詞贔平板叫I(式2巨0の歳正②台は1名旧戸②形併祠と用見，，る＠表べ許6き容1這かは，噂他あに回るもいあ括は弧り表）に現入上れのて変①種のを

ネ l.:J.ユ 上 1万可 71ムオ 之 1□1イオ ZI可|ユ
協力型順接

I② /I 〗9可） 用,,七― 
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